


スカラネット入力下書き用紙の流れ
このマニュアルを見ながら、スカラネット入力
下書き用紙の必要項目をすべて記入する

スカラネット入力下書き用紙 書き方マニュアル

記入済のスカラネット入力下書きを全ページ
各自でコピーする

※申請に必要なのは
スカラネット入力
下書き用紙だけでは
ありません

① ②

③

記入済のスカラネット
入力下書き用紙

その他申請に必要な書類と共に期限までに提出する

④
提出書類一式を確認後（数日かかる場合もあります）

スカラネットWeb入力に必要なIDとパスワード等を
お渡ししますので、期限までにWeb入力と
マイナンバー提出書セットを郵送してください

スカラネットWeb入力

※ご自身が該当するどちらかの
申請書類一式を提出してください



申込を希望する奨学金のマークが書かれている欄のみ記入してください。

※申込の必要がない欄は記入しないでください

※各ご家庭の個人情報（家族人数や勤務先等）や、ご希望の奨学金の種類は、

大学では間違っているか判断できませんので、

正しい内容で記入できているかどうか、各自で必ずチェックしてください

第二種第一種給付

スカラネット入力下書き用紙 注意事項①



スカラネット入力下書き用紙 注意事項②

入力内容に誤りがあると『採用のはずが不採用』『採用なのに奨学金が振り込まれない』

『本採用時に修正が必要』などの、不利益を被ることとなってしまいます

入力後の修正は簡単ではありません！
（訂正届の提出・訂正印・該当者（保証人等）の署名 など）

毎月の振込金額は早くても11月以降にしか変更できません！

入力後では変更できない内容もあります！
（保証制度 など）

入力前であれば簡単に変更できますので、振込口座や氏名・住所・電話番号等

記入・入力間違いがないように、十分に気を付けて入力ください



①

A

B

①氏名等を記入してください
※学籍番号の前に「S」をつけないでください

②「大学」と記入してください

A今は記入しないでください
※Web入力後、ご自身で記入しておいてください

B今は記入しないでください

必要書類をすべて提出し、
不備がない場合お伝えします

第二種第一種給付

1ページ目

第二種第一種給付

第二種第一種給付第二種第一種給付
大学②

【給付奨学金(貸与同時申込み)用】
と、記載されていますが、
貸与のみの方も含め全員
この用紙を使用してください

※学籍番号の前に「S」をつけない

必ず、

「（1）定期採用」を選択してください

※「（1）定期採用」以外を選択
した場合は、最初からやり直し
となります



A A今は記入しないでください

提出書類をすべて内容を確認後
お伝えします

2ページ目

第二種第一種給付

第二種第一種給付

② ①②内容をよく確認し、
チェックしてください

①

「メールアドレス」を登録し、
「新しいパスワード」を設定して
ください
※パスワードは入力完了まで使用
するため、忘れないように気を
付けてください

※今回使用するIDとパスワードは、
新規申込用ですので、採用手続が
完了したあとは一切使用しません
採用後に改めて作成するマイペー
ジログイン用のIDとパスワードと
は一切関係ありませんので混同し
ないようにご注意ください



①氏名（フリガナ）・生年月日を
記入してください

②どちらかにチェックして
ください

A今は記入しないでください

Web入力時に「入力日」を
記入してください

3ページ目上

第二種第一種給付

第二種第一種給付

A

②

「日本国籍以外」に当てはまる
場合は、点線枠内も記入して
ください
また、記載があるように、
「在留資格の証明書類」を申請
書類一式と共に、必ず提出して
ください

例：在留カードのコピー・特別永住者証明書のコピーなど

①

第二種第一種給付

日本国籍以外の方は、
証明書類のご説明をしますので
必ず4/5までに窓口で申し出てください



3ページ目下

内容をよく確認し、
チェックしてください

給付

給付奨学金と一種奨学金を
両方受けようと思っている人は
内容をよく確認したうえで
チェックしてください

給付 第一種＋
※給付奨学金かつ一種奨学金申込希望の方



①給付奨学金の申込を
「希望します」
「希望しません」の
どちらかにチェックしてください

※「希望します」をチェックした場合は
特別な理由がない限り、下の
「授業料等減免」の申請を
「希望します」にチェックしてください

※特別な理由＝国の給付金を受けていて併用できないなど

第二種第一種給付

①
4ページ目 ②貸与奨学金の申込を

「希望します」
「希望しません」の
どちらかにチェック
してください

※「希望します」をチェック
する場合は、点線枠の中の
いずれか1つだけ、必ず
チェックしてください

第二種第一種給付

必ず、配布資料でシミュレーションを
してから、番号を選んでください

※家計基準・学力基準も必ず
併せてご確認ください

②



①必要事項をすべて記入してください

※学籍番号の前に「S」をつけないで
ください

5ページ目

第二種第一種給付

大阪産業大学

①

（7）は当てはまる番号だけ
記入してください

【編入学ではない方】
例：高校を卒業して大学に入学した

→①のみ記入

【編入学の方】
→②のみ記入

【2校以上編入学している方】
→③のみ記入



①当てはまる年月を記入してください
【1回生】→ 2028年3月
【2回生】→ 2027年3月
【3回生】→ 2026年3月
【4回生】→ 2025年3月

6ページ目

第二種第一種給付

①

② ４ ０

②「4年0か月」と記入してください
※何回生であっても「4年0か月」です

第二種第一種給付

③

③大学の住所を記入してください
「574－0013

大阪府大東市中垣内3丁目
１－１」

※誤って自宅の住所を入力した場合、
自宅外とみなされなくなりますので注意してください

第二種第一種給付

574 0013
大阪府大東市中垣内3丁目
１－１

④「自宅通学」「自宅外通学」の
どちらかにチェックしてください

※申告されたとおりに選考が進むため、「自宅外
通学」であるにもかかわらず、「自宅通学」に
チェックされた場合、自宅外の金額を受ける
ことができなくなりますのでご注意ください。

「自宅外通学」にチェックをした人は
下の点線枠内も必ず記入してください

第二種第一種給付

④



①通常は「いいえ」に
チェックしてください

※説明文をよみ、もしも「はい」に当てはまる場合は
下の点線枠にチェックしてください
「はい」を選んだ場合給付奨学金は振り込まれません

7ページ目

給付

①

②通常は「支援を受けておらず受ける
予定もない」にチェックしてください

※説明文をよみ、もしも支援を受けている場合は
当てはまる欄にチェックをし、記入してください
支援を受けている場合は給付奨学金は採用されません

給付

②

①
①希望する貸与月額を記入してください
※給付を受けている・受けようと思っている方は、
どの金額を選んでも実際に振り込まれる金額は
基本的に0円です（併給調整）

第一種

①で最高月額を選んだ人は、
最高月額が不採用だった場合に
希望する金額を記入してください

最高月額を選んだ場合

ここから選んでください



①「所得連動返還方式」または
「定額返還方式」のどちらかに
チェックしてください

※詳しくは貸与奨学金案内冊子P18・19を確認してください

8ページ目上

②

①

第一種

②通常「いいえ」にチェックしてください

もしも、過去に第一種奨学金を受けたことがある人は「はい」にチェックをし、
奨学生番号を記入、「同意します」にチェックしてください

第一種



① 2万円～12万円の間の
1万円単位で希望する
貸与月額を記入してください

①

第二種

②

②「いいえ」に
チェックしてください

第二種

A第一種と第二種と両方
申し込みを希望する方は
内容をよく読み「はい」に
チェックしてください

第二種第一種

A

2024 4

③通常「2024年4月」と記入してください

※もしも、2024年4月以外を希望する場合は、下の余白に
理由を明確に記入してください。

第二種

④「利率固定方式」または
「利率見直し方式」のどちらかに
チェックしてください

※詳しくは貸与奨学金案内冊子P16・17を確認してください

第二種

③

④

2024年4月以外を
希望する場合の理由

＋

8ページ目下



①

②
②はい

②いいえ

③

④

③④はい

9ページ目

①大学に入学する前の
最終学歴を記入してください

例：今年高校を卒業して入学した

→「2024年3月高校」と記入

第二種第一種給付

②国内の高校を卒業した場合は
「はい」にチェックし、
「②はい」の点線枠内に
卒業した年月を記入してください

例：今年高校を卒業して入学した
→「2024年3月高校」と記入

国内以外は「いいえ」にチェック
し、「②いいえ」の点線枠内を
よく確認し、記入してください

第二種第一種給付

③過去に日本学生支援機構の
「給付奨学金」を受けたことが
ある人は「はい」にチェックし
「③④はい」の点線枠内に
奨学生番号を記入してください
※過去に受けていて廃止になっている場合も「はい」

受けたことがない人は「いいえ」に
チェックしてください

第二種第一種給付

④過去に日本学生支援機構の
「貸与奨学金」を受けたことが
ある人は「はい」にチェックし
「③④はい」の点線枠内に
奨学生番号を記入してください
※過去に受けていて廃止になっている場合も「はい」

受けたことがない人は「いいえ」に
チェックしてください

第二種第一種給付

③

④



①希望する保証制度に
チェックをしてください

第二種第一種
①

保証制度については、
「貸与奨学金案内冊子P22～27」や
「春期募集新規申込説明会動画」を
必ず確認したうえで決定後、記入して
ください。
また、要提出書類の「保証制度の確認」
も記入し、提出してください

第二種第一種

①’

※内容をよく確認し、保証制度と内容を確定してから記入してください
提出期限までに決めることができない場合は、春期募集に申込むことはできません
秋期募集以降に改めてお申し込みください10ページ目上

①’一種と二種の両方を
希望しており一種の
返還方法が「所得連動
返還方式」を希望する
人のみ、①は記入せず
にこちらにチェック
してください



①申込をする本人について
すべて記入してください

※住所は原則現住所を記入してください
万が一、マイナンバーを提出できない場合は
住民票の住所を記入してください
（マイナンバーはカードである必要はありません）

第二種第一種給付

10ページ目下
①



①

第二種第一種

機関保証については、
「貸与奨学金案内冊子P22・23」や
「春期募集新規申込説明会動画」を
必ず確認したうえで決定後、
記入してください。

また、要提出書類の「保証制度の確認」
も記入し提出してください

11ページ目上（機関保証希望者のみ）

①「本人以外の連絡先
（父または母）」について、
枠内をすべて記入してください

※採用後、機関保証から人的保証へ
変更することはできません



①

①「連帯保証人（父または母）」
について、枠内をすべて
記入してください

※下書きの記入や、この後のWeb入力
の際に、誤った情報を入力してしま
うと、訂正が必要になります
訂正は簡単にはできませんので、
よく確認をして記入・入力して
ください

※期限内に訂正できない場合は、
採用取消となり一括返還が必要に
なります

第二種第一種

人的保証については、
「貸与奨学金案内冊子P24～27」や
「春期募集新規申込説明会動画」を
必ず確認したうえで決定後、
記入してください。
また、要提出書類の「保証制度の確認」
も記入し提出してください

11ページ目下（人的保証希望者のみ）
※人的保証から機関保証への変更は
容易ではありません

※必ず連帯保証人へ了承を得てから
記入してください



①

第二種第一種 人的保証については、
「貸与奨学金案内冊子P24～27」や
「春期募集新規申込説明会動画」を
必ず確認したうえで決定後、
記入してください。
また、要提出書類の「保証制度の確認」
も記入し提出してください

12ページ目上（人的保証希望者のみ）

①「保証人」について、
枠内すべて記入してください
父または母は選べません
同じ生計の兄弟も選べません

※下書きの記入や、この後のWeb入力
の際に、誤った情報を入力してしま
うと、訂正が必要になります
訂正は簡単にはできませんので、
よく確認をして記入・入力して
ください

※期限内に訂正できない場合は、
採用取消となり一括返還が必要に
なります

※人的保証から機関保証への変更は
容易ではありません

※必ず保証人へ了承を得てから記入
してください

※父・母以外



①

①申込をする本人が「社会的養護を必要と
する人」であれば「はい」にチェックし
下の点線枠内で当てはまるものに
チェックしてください

申込をする本人が「社会的養護を必要と
しない人」であれば「いいえ」に
チェックしてください

12ページ目下

第二種第一種給付



①

A

②生計維持者①（父または母）に
ついて、枠内をすべて
記入してください

第二種第一種給付

A一種か二種を希望する人のみ
生計維持者①について
2022年1月2以降に
「転職している場合」は「はい」
「転職していない場合」は「いいえ」に
チェックしてください

※ただし、転職していても減収していない
場合は「いいえ」にチェックしてください

第二種第一種13ページ目上

A「はい」

A「はい」を選んだ方で選考結果が
不採用だった場合、
「再審査を希望する」または
「再審査を希望しない」のどちらかに
チェックしてください

※ただし、再審査を希望する場合は
「直近の給与明細等」の提出が
必要であり、審査結果が大幅に
遅れることを理解したうえで
チェックしてください

第二種第一種

③生計維持者①（父または母）に
ついて、該当するほうに
チェックしてください

第二種第一種給付

③

②

①生計維持者（父または母）の
人数を記入してください

第二種第一種給付



①

13ページ目下

①生計維持者②（父または母）に
ついて、枠内をすべて
記入してください

※ひとり親等の場合は記入は不要です

第二種第一種給付



A
A一種か二種を希望する人のみ
生計維持者②について
2022年1月2以降に
「転職している場合」は「はい」
「転職していない場合」は「いいえ」に
チェックしてください

※ただし、転職していても減収していない
場合は「いいえ」にチェックしてください

第二種第一種14ページ目上

A「はい」

A「はい」を選んだ方で選考結果が
不採用だった場合、
「再審査を希望する」または
「再審査を希望しない」のどちらかに
チェックしてください

※ただし、再審査を希望する場合は
「直近の給与明細等」の提出が
必要であり、審査結果が大幅に
遅れることを理解したうえで
チェックしてください

第二種第一種

①生計維持者②（父または母）
について、該当するほうに
チェックしてください

※ひとり親等の場合は記入は不要です

第二種第一種給付
①

※ひとり親等の場合は記入は不要です



14ページ目中

①

②

② 2023年12月31日時点で生計維持者が扶養している
子どもの人数を本人を含めて記入してください
（学生であるかは問いません）

※対象外※
①2023年12月31日時点で扶養から外れて働いている兄
②扶養している祖父母 など

第二種第一種給付

② 2022年12月31日時点で生計維持者が扶養している
子どもの人数を本人を含めて記入してください
（学生であるかは問いません）

※対象外※
①2022年12月31日時点で扶養から外れて働いている兄
②扶養している祖父母 など

第二種第一種給付

間違えて入力してしまい、
虚偽の申告と判断されてしまうと
採用が取り消されたり、
一括返還しなければいけない
可能性があります。
正しく記入・入力することを
心がけてください。



14ページ目下

①

①生計維持者資産が2,000万円未満
であることを確認し「はい」に
チェックしてください
※「いいえ」の場合採用されません

その後、本人と生計維持者の
資産額をそれぞれ記入
してください

給付

A

A 生計維持者が1人（ひとり親など）
の場合、自動表示されますので、
該当する個所にチェックして
ください

B

B 生計維持者が父母以外（父母と離別
し生計維持者が親戚など）の場合、
自動表示されますので、該当する
個所にチェックしてください

給付

給付



15ページ目
A

A 生計維持者が1人（ひとり親など）や
父母以外の場合、自動表示されます
ので、提出を求められた際に必要な
書類を確認し「はい」にチェック
してください

※提出が必要となる場合は別途ご案内します B

B 生計維持者が学生本人の場合
（父母と離別し親戚等から支援を
全く受けていないなど）の場合、
自動表示されますので、該当する
個所にチェックしてください

給付

給付

④奨学金を希望する理由等を、
少なくとも、100文字以上
記入してください

①
第二種第一種給付

少なくとも
100文字以上記入



①

16ページ目

①通常「希望しません」をチェック
してください

「公金受取口座」を希望する場合は
「希望します」にチェックして
ください

第二種第一種給付

② ②振込を希望する金融機関を
チェックし、
チェックした金融機関の
口座情報を記入してください

第二種第一種給付

通帳のコピーは
貼り付けないでください！



おわり
※申請に必要な書類はスカラネット入力下書き用紙だけではありません！！！
その他必要書類もそろえて期日までに提出してください

☆締切日に、はじめて提出することがないように気を付けてください


